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今月の夢- © 

龍巻 


赤瀬川原平 



平線に黒い繩が 飛び跳ね ている。 
荒々しく空が揺れ動く。何事か 
わからない が、 ここから見えるはるか 
彼方で、 すさまじい 変動が 起こってい 
ることはたしかなのだ。ここから何キ 
口ほど離れているのだろぅか。•とにが 
く地平線といえるほどの遠くの方で、 
黒い繩が 飛び跳ね ている。 

>1^#の 不安定な情景は、 目の前の 町 
の家並に見え隠れしていて、そ 
の騒音はここまでは伝わってこない0 
ただ屋根と屋根の隙^;をぬって、かす 
かに飛び跳ねる黒い繩が音もな く 見え 
ている。しかしその黒い繩のかすかな 
©ね上力り.も、'' X こかちめ^るかな距 
離を 考えてみる^き、その^^で iE へ 
のょぅな 破壊力 ^な.*ってい-1)*ことが1.3 
像できる。 .•‘ 

「龍巻だ/.」+ 

(は生まれてはじめて龍巻を見た 
のだ。まさか日本にこんな龍卷 
があらわれ^とは思ってもいなかつヒ VO 
だけどついにあらわれたのだ。あの地 


平線の あたりの小さな町は、もうほう 
■きで掃き出したみたいになつているこ 
とだろう。 

巻は、やがて間もなくこ C 7)' 町ま 

一一で 襲ってくるかもしれない。そ 
ういう、 七配を もつてし ま、-7-- ほど、こち 
らの町は静かに、なまぬるく眠ってい 
る〇今はちょうど午後の昼寝の時間、 
住民はみんな家の中に横たわっている 
の だ。. 

A はずっと龍巻の様子を見ていた 
IrKr いの だが、 眠っているみんなに. 
も知らせなければならない。 しかし 知 
らせている間に龍巻は消えてしまうか 
もしれ ない。 とにかく写真にとつてお 
.•. XN 〕 とが 先決で ある。私は家に置いて 
ある ガ メラに、きのうフィ.ルムを An 
たばかリなのを思い出していた。私は 
龍巻を 見失な わないょ? ■ に街道を1び 
ながら、 家のカメラ：へ走る。 

の知識では、龍卷 t . いうものは 
l -7 i 空から垂れ下が - i )- 腺斗のような 
形を している ものだった、。 しかし 実祭 


には 空とは つながっていない 分 断され 
た黒い繩 のよう なものが、はるか彼方 
の 地平線の上で、.分 断されたミミズの 
ようにピクピクと 飛び跳ね ている。 空 
は黒い色の荒れた粒子になって、その 
無数の 粒子が八方に散らばって スヮッ 
と集まり、 地平線の上空に# おぼろ気 
に人間の形力あらわれたりする。それ 
が 誰なのか、何故 あらわれたのか、は 
つきり 見 わけようと している と、 その 
人間の形を形成していた荒れた粒子は 
また 空の 八方に 飛び散り、乱暴に波打 
ちなからまた スワッと集まると、 今窆 
はエモン掛けに掛かった洋服が 上空に 
あらわれる。 

「蜃気楼だ/」 

は龍巻が蜃気楼の現象を起こす 
一！!ことをはじめて知つた。么 i 力 
メラを取りに帰るのがもどかしかった。 
このまま見ていないと消えて しまう の 
かもしれない。今後世の中は どうなる 
のかわからないのだ。 

氺 

H j の夢を見た明くる十月三十一日、 
~ ,私の家は神奈川県？?川崎 ff 察署 
による家宅捜査を受けた。午後三時ご 
ろコンコン、とドアを叩くので開け 
てみると、金文文字のはいった黒い手 
帖をヌッと突き出されて、背広の男が 
三人一んが令状を示し、一人が家の 
中を見回わし、一人が カメラのフラツ 
シユをたいた。 

はこの事態を正確に予想しては 


はこの事態を正確に予想しては 
VHr いなかったが、 一週 f « F j ほど前か 
ら予感はしでいた。川崎東映で「ニセ 


千円札」 を使おうとしてつかまった男 
の 記事が のったときから、私の肉本は 
引き締っていた。いずれその「基吋- 
の制作にあたった私の所にも、 何らか 
の手が伸ひてくるだろうとは考えてい 
た。 

.1:1 の家宅捜査の 明くる十一月一日、 
私は川崎^:察暑に出頭し、同五 
日にも出頭して調書を取られた。まだ 
行かなければならない。書類送 It は問 
違いなく、そして八分通り起訴になる 
だろうという。また裁判だ。 

. 雲 急を告げると、夢もまた新し 
一881い皮をむいてあらわれて くる。 
このところ夢を見る方に忙がしく、書 
くヒ マがない。 

.ベは—私はピラミッドの中に 
雨宿りしていた。ピラ ミッ ドの 
途中のベランダには、浮浪者が一人居 
眠りをしている。私たちはどうせ雨が 
やむまでピラミッドの中にい：のなら 
中の階段を上までのぼってみようと話 
し合う。暗いピラミッドの中を三、四 
階まで手探りでのぼったところで 目を 
覚ました。今日は川崎署へ三度目の 出 
頭の日である。前回の f - 円札裁判では 
執行猶予 だった.が、今度は本当にはい 
ることになるかもし.れない。 

は急激に豊かに•なってきた。そ 
して身辺出入が激しく、‘心身と 
もに多忙をきわめてきた。いずれ刑 
務所の門をくぐることがあれば、訣中 
の夢をお届けしましよう。そ， rl までよ 
•こ.の欄を休載いたします。 • 




たしかに、 お札の顔つきというの 
は憶えにくいものらしい。つい先日 
も 私と ビンボ ー を 競り あっている 
友人の K に、ピヵピヵの千円札を見 
せてやったら、この男、その小粒な 
眼玉をお札にすり寄せて、あっ、千 
円札っていうのはうす緑色をしてた 
んたなあ一と吐息をもらすのた。そ 
うか、 K はこいつの顔も忘れちまっ 
たのか、で、お馴染みの札はどんな 
色？と訊ねたら、うん、ここんとこ 
ろ青一色専門、という。青一色とは 
うす緑の半分、つまり五百円札だ。 
いささか味わいに欠ける貧窮問答歌 
だが、ことほど さように お札の顔は 
忘れられやすいという ことで もある 
だろう。 

だから、本誌の夢のエッセィの筆 
者で あり、 桜画報社の社長 兼 主筆で 
あり、美学校の教授でもあり、桜子 
の父でもあり、桜幼稚園附属大学校 
校長でも ありと、とにかく 書いてい 
るこつちの腕が疲れ、むなしく紙を 
消費させるくらいの肩書きに埋まつ 
た赤瀬川原平氏の、『美術手帖』での 
「資本主義リアリズム講座」の、も 


ひとつオマケの「ダレにも出来ない 
楽しい工作」の、墨一色の千円札を 
切り抜いて貼りあわせて使ってしま 
った I さんも、お札の色についての 
記憶をなくした人だったのだ。彼も 
K のょうに、そしてその友人で ある 
私のょうに、うす緑色のお札を持ち 
歩かない類の人だったのかもしれな 
い。これは、この大 ィンフレ 時代に 
はまことゆかしい人だ。彼は、待っ 
ていることを放棄している人だ。 

記憶も放棄してしまった人だ。そし 
て、一身の危険をもかえりみず赤瀬 
川校長のお札の記憶テストに、現実 
的に参画したのだ。彼は、校長のい 
いつけに従わなかったけれど、自分 


の欲望に従い現実を遊んでしまった。 
本当に大学校生徒の鑑でぁる。 

だが、飜ぇって考ぇてみれば 、I 
さんは、記憶をなくした人なのでは 
なく、きわめて想像力の豊かな人だ 
ったの かもしれ ないのだ。彼は、墨 
一色のなかにうす緑色を認め、スヵ 
シを読みとり、ノリで厚さをました 
紙に薄さを感じとつていたのであろ、っ。 
要するにタダの紙っベらのうちに紙 
幣を見、紙幣のうちにタダの紙っぺ 
らを見る という 運動を一瞬のうちに 
行いうるほどに想像力豊かな人だつ 
たのだ。ただ、不幸なことに、世間 
の人は、 I さんほどに想像力豊かで 
はなかつた。彼らはホドホドを取つ 


たのである。 中ぐ らい もィィサ、 と 
いうコマーシャルの信奉者だったの 
である。そのょうな世間において I 
さんは、不可避的に孤独者たる こと 
を強いら九るのだ。それは、先覚者 
の孤独といいかぇてもまだ足りない 
であろう。だから、この一事をもっ 
て挫け- T はいけない。だって赤瀬川 
校長にしても、お札で遊んで トガメ 
を受けながら、それでも少しも挫け 
ず、少しも反省せず、ちっとも更生 
の道を歩もうとせず、ず一っとお札 
を ィジクリ まわしているからだ。そ 
うこうす るうちに彼は社長にもなっ 
た、主筆にもなった、校長にもなっ 
ちやった。 I さんだって大丈夫だ。 

I さんに励ましのお便りを/•あるい 
は励ましのお札を/. 

だが、ヮルいのは、赤瀬川校長だ。 
新聞もいっているょうに、彼は、「作 
つてはいけません」などと「いまし 
，めてはいる」ものの、結局「興味を 
そそるように書いている」わけで、 
いましめながらそそる という か、そ 
そりながらいましめるというか、要 
するに、生徒のほうは、そのいまし 


目安箱- 

法律のおもてをかく 


上野昂志 
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めとそそるとのとにかかって迷うこ 
とになってしまうのだ。それはちよ 
うど、一枚のお札を前にしたこちら 
の、記憶力をなくしていくところで 
想像力を発動させ、あるいは、想像 
力を発動させながら記憶力を押しの 
けるというような、両方の力が互い 
をはっきりと認知する瞬間のめまい 
に照応してしまっているのだ。校長 
は、そんな迷いが大きく育つように 
授業を進めているから大変よくない 
いや、もっとモロにワルィやつなの 
だ。しかも、これが初めてのことだ 
ったら、まあ中年気の過ちとか、ほ 
んの好奇心の先走りとか、ォッチョ 
コチヨィのやりすきとか まあ S い 
つく限りのいいわけをぶら下げるこ 
ともできるけど、今度はそうはいか 
ない。すでに一度、校長は校長にな 
る前に、我と我が手でお札の顔つき 
を写しとり、それを使用前も後もと 
び越した使用中断の空間のなかにサ 
ラシモノにしたことがあるのだ。 

そんな ことを すれば、お札が怒り 
狂うのが当りまえで、またその旦那 
である国家が、よりによっておさつ 
の 裸を覗くとは/. と嫉妬に狂ったの 


も至極もっとも、校長になる前の校 
長は、ために罰を受 - it ることに相成 
ったのである。法律は常に絶対に正 
しい。だから裁かれた校長になる前 
の校長はワルィに決まっている。あ 
とは法律の条文にピッタリはまりこ 
んだ生活を規則正しく行って、ひた 
すら更生の道を歩んでゆけばョィの 
だ。であるよぅに、 そ、 っ、まさにであ 
るのにだ、ここで私は、以後校長に 
なり社長になり主筆になり父になっ 
ているかの男に、あらん限りの悪罵 
の数々を投げつけ、ぶちかまし、ア 
テこすってやりたいのである。であ 
るのに、そう、残念ながら、である 
のにという逆接の接続詞をこっちの 
ほうに使わねばならないこと自体、 


無性に腹立しいのだが、法を守るこ 
と同様文法も守られねばならないの 
で畜生/、であるのに、かの男は法 
にピツタリ こんとはまりこんだ表現 
活動を行っているのだ。それは、あ 
まりにも シツコク 法の条文に己が身 
をそわせすぎているので、あから さ 
まな非難をすることができない。だ 
が、だからといって校長が正しく更 
生の道を歩んでるかといえば、断じ 
て否、絶対にノーである。彼は、ア 
クドク 法律の おもてを かいている。 
もし これが、法律の裏をかいている 
ならば、ポ リコは 即座にかの男をひ 
つくくるだろう、我々市民は、すぐ 
さま かの男を摘発し、ポ リコに告げ 
口するであろう。だが、残念ながら 


彼は、法律のおもてをかいているの 
だ。我々は、口惜しさに身をふるわ 
せながら、彼の所行を指をくわえて 
黙認していなければならない。こん 
な苦痛がまたとあろうか。しかして 
見よ V . おもてをかかれた法律がくす 
ぐつたさの故に身をよじつて笑いを 
こらえているさまを。私にはその苦 
しみが痛いほどわかる……。 

だから復警してやりたい、仕置し 
てやりたい。けれども、法のおもて 
をかく者をどうして ヤツツ ケル こと 
ができようか？答えはおのずと明ら 
かで ある、 やっつける方が法の裏を 
かくのだ。テロっちゃうのだ。法律 
的な罪にできなくても、ガサを入れ 
たり尾行したり、しかも、かの男が 
道で立ち小便でもしたら即座にひっ 
くくって拷問しちゃうので ある。11 
月1日の新聞では、校長を取り調べ 

ると ポ リコが いつて いると 報じてい 
る。ここでの狙いは調べることでは 
なく、取ることにある。トルとは広 
島ヤクザ用語では殺スの意味だ。ポ 
リコ も頑辑ってくれているのである、 
あたかも、赤塚不二夫描くところの 

ォマワリのように。 
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連載随筆—@ 

コップ霊との対話滅予言 p はなかった/. 鈴木岬 一 


真冬.それも正月に近い頃だった。私たちの山 
小屋に、何んの前ぶれもなく.艮.と.いう友人が遊び 
に来た。尺は、私たち同類とちがって、*-大で地 
質学を専攻する科学者のタマゴで、それに秀才だ 

った。 

私たちの同類は、みんな K を崇敬していたし、 
年令的に見れば、私たち同類の三人ょりも二つか 
三つ、 K は若かったけれど、われわれの同類は皆 
んな画描きだとか、詩人だとか、小説書きみたい 
なヤボな仕事をしている連中ばかりだったので、 
この地質学を勉強している K という友人の存在は、 
大へんに貴重なもの.だった。だから、私たちの山 
小屋に K が訪ねて来てくれたと言うことで、その 
到着した夜など、私たちは K のために牛肉の缶詰 
をあけて大宴会をひらき、 K を歓迎した。 

所が、 K が到着したその夜、どうしたわけか天 
候が急変した。 この 山梨県の富士五湖の‘ 一つ、 西 
湖という湖では二十年ぶりだか三十年ぶりだかの、 
大暴風雨が襲いかかった。 

私たちの山小屋は、おそろしい強風と豪雨で、 
ぐらぐらと 大 ゆれに動き、 屋根は吹き飛ばされる 
様に' ごうごうと音を立てた。 • 

冬の豪雨は、時々、' ミゾレに 変る 七、 湖面は 高 
波のシブキで、真っ白に変化した。私たちは、一 
睡もしないで山小屋を守りぬいたけれど、なんと 


なく K がこの暴風雨を持って来た様な、そんなユ 
丨ゥッな気分になり勝ちだった。 

「バカ言え、ォレはお天気男なんだぞ」と、尺は 
懸命に、弁解をした。この大瀑風雨は午後九時ご 
ろから、翌朝まで続いたけれど、夜が明ける頃に 
なると、黒雲が湖の上を走り去って、元通りの静 
かな湖になり、明るくなるにつれて、今度は逆に 
物凄いばかりの(風が少しぁっ^けれど)快晴の 
ピーカンになつた。 

「おい、見ろょ。ぁれは何んだ/.」と、お天気男 
の K が湖の岸を指指して、怒鳴った。ベランダに 
飛び出して見ると、山小屋と岸までの間の岩の上 
に、真黒な大木が一本、ごろんところがっていた。 

「どこから流れて来たの かな？」 「いや、 ちがぅ、 

湖だから流れて来る答がない/」「じゃ、きのぅの 
嵐で湖底から浮き上ったんだ/」「それ、行って見 
ろ/」と、私たちは、急いでその大木の所まで素 
っ飛んで行った。なにしろその大木は 五メー トル 
位の長さで、大きさは直径約 ーメー トルの古木で、 
年輪を調べたら一世紀余は経っている モミ ジの幹 
だつた。•もちろん、一人や二人で動かそ、つとして 
も、微動だもしないばかりか、昨日まで湖底に沈 
んでいたから水をたっぷりと含んで、岩石の様だ 

つた。 


私たちの山小屋は、湖の岸から約五 〇メートル 
ばかり離れて建っている。その山小屋のすぐ目の 
前に浮上したのだから、われわれの所有物だと宣 
言しても問題はないだろうと言うことになつた。 
私たちの計画では、このモミジの大木を適当な寸 
法で輪切りにし、ベランダ.にかつぎ上げて自然の 
ままの テー ブルにしたり、腰かけになると、 考え 
たのである。今で言うならば室内装飾としては、 
最高のィンテリアである。 

私たちの同類である画家の M や C は、「儲かった、一 
儲かった V .」と、大ょろこびだった。だけど、 K 224 
だけはどういうわけか深刻な表情で、 クビをかし一 
げていた。 

「おかしいな、どうしてこんな モミ ジの大木が湖 
の底に沈んでいたのだろう？いや、もしかし 力ら 
……」と、 K は、この時、不吉な予感を早くも感じ 
ていたらしいのである。 K は、私たちの計画した 
美的ィンテリアの案に、猛烈な反対を始めた。 

「この大木はそのままにしておいた方がいいょ。 
せっかく、浮き上って来たんだ からさ」と、 #学 
者らしく もない 説明不足の言葉で反対をした。 も 
ちろん、私たちだってこの モミ ジの大木を 一日 か 
二日の短時間で、輪切りに出来るとは思っていな 
い。第一、道具がないので、私たちは村まで出か 
けて行った。村の青年たちは、山小屋の アンち ゃ 




んたちが何をするズラ とか 言って、面白半分に大 
きな ノコ ギリや、マキ割りを出して貸してく.れた。 
だけど、村の老人たちは私たちの話を聞いて、 さ 
ッと 顔色を変えた。 

「いけねえぞ、その木を切っちゃならねえぞ、そ 
の木はゴンゲン様の柱だゾゥ/.」 

私たちの同類は、どうも無神論者が多かったけ 
れど 、村の古老たちの感情だけは傷つけたくなか 
った。しかし、 ノコギリなどを貸してくれた 青年 
たちの手前もあって、すぐ中止するわけにも行か 
ず、仕方なく道具を担いで山小屋へ引き上げた。 
だけど、もう大木を輪切りにする元気はなかった。 

「ケチかつい.た、もう止めょうぜ」と、あっさりと 
断念した。 

だが、 K だけはこのモミジの大木が！ r ッ然と湖 
の中から浮上した現象に、大きな疑問をいだいて 
いた。いや、 K はどちらかと言うと、村の古老た 
ちの話を信じているらしかった。それがゴンゲン 
様の柱であるかどうか、そんな ことは 科学者の 夕 
マゴである K は口に出さなかったが、たった一つ、 
モミジの年輪を調らベた時、この木は自然のまま 
朽ち果てて湖の中に沈んだモノではないと、推理 
を下していたのである。 

私たち同類たちは、山小屋の住人にちがいない 
が、一日中、何もしないでごろごろ遊んでいたわ 
けではない。私たちは、冬になると、炭焼き小屋 
で働いていた。炭焼きの下働きである。寒い冬な 
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ら 、火を入れたヵマ番 なら 暖房になる だろぅと 考 
ぇたが、ヵマ番はヶ ムリの 色で炭の出来具合を判 
断する大事な役割がぁるので、爺サマはなかなか 
許可して呉れなかった。私たちは、 ショィコと い 
ぅ 木の枝を組み合せた リュックの 様なもので、山 
から丸太を運ぶ重労働の仕事を担当した。私たち 
が炭焼き小屋で働いている留守の間、 K はたった 
一人で村に出かけ、何やら調査を続けていた。何 
を調査していたのか私たちには何も語らなかった 
けれど、 K は「大事件」を予想し、ほぼ結論を持 
つている様だ、た。 

「 K よ、お前、何を調らベているんだ？」と、質 
問したら、 K はポケットからケシ粒の様な岩石の 
破片を取り出した。 


「何んだい、 このヵケラは？」 

「よく見てごらんよ、これはガーネットとい•ぅ宝 
石の原石さ。ガラスに色がついた様なの，はアメジ 
スト(紫水晶)だよ」 

私たちは、この西湖でそんな宝石が出るとは夢に 
も思っていなかったので、目を丸くして吃驚した。 

「おい、本当 か？」 「どこで捨ったンだ？ 」 と、盛 
んに追求したが、 K は「こんなヵケラでよかった 
らどこでも落ちてる さ」 と、笑っていた。ばかに 
簡単に発見できる様な話だったけれど、私たちが 
いくら湖の中を探しても、宝石の原石など一つも 
見つからなかった。指輪かなんかの形になって落 
ちているならばすぐ分るけれど、原石を探し出す 
のは地質学の知識が多少なりともないと、やつぱ 


り大変なことだった。 

K が、私たちの山小屋に同居し始めてから、私 
たち同類はその生活態度や、考ぇ方がだんだんと 
K の影響を受けて、変化するのがょく分った。物 
事を、科学的に判断するクセの様なものが訓練さ 
れたのである。 

こんなことがあった。村の青年が、非常に珍ら 
しい溶岩の化石を二つ持って、山小屋にやって来 
た。西湖と精進湖の間の、溶岩の樹海で、見つけ 
たものにちがい，ない。二つで、二円だったか三円 
で買ってくれないかという註文だった。それは、 
溶岩に松の木が完全な形で化石化している珍らし 
いものだった。 K は手にとると、私たちにそれを 
説明しながら、これは珍ら し、 い物です と、 言った。 
値段も高くありませんと、賛成したので私たちは 
安心して、二つの化石を買うことを決心した。す 
ると、 K は、急にお金を出して買うならばおやめ 
なさいと、意見を変ぇた。なぜ、やめろと合図し 
たのかその時は分らなかったが、村の青年が帰っ 
てしまうと、 K は次のょうにその理由を説明した。 

「あの溶岩の化石は、たしかに珍らしくて貴重な 
化石ですがね、でも、どこでそれが採取されたの 
か確証がない場合、私たちは信じない事にしてい 
るのです……勿論、あの二つの化石はこの西湖が 
出来た時の宝永山の溶岩にちがいないと思います 

. でも、その現場に立ち合っていないし、富士. 

の樹海の中で採取したという証拠がない以上、本 
物だと知っていても、それを認めるわけにはゆか 
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ないのですょ。でも、たしかに珍品でしたね/」 
私たち同類は、なるほど科学者と言うものは仲 
々きびしい もン だな、と思ったし、たしかにお金 
を 出したのでは価値がないモノだった^ 

K は、 iffl •の底から浮び上ったモミジの大木から 
推理の糸をタグリながら、ついに西湖村の全滅に 
ついて、不吉な「予言」をしたのである。西湖の 
村は、.三方を山に囲まれた三角形の急斜面の高原 
にあって、前方は湖に面している小さい村だが、 
この村の火山岩はモロクて不安定で、その上に村 
が^んでいるみたいだと言うのである。万が一 
暴風雨か長期の雨が降ったら、それこそ怖ろしい 
「地すベり」が起き、西湖の村は地の底に埋れて 
しまうだろう。地質学的に判断すると、老年期の 
火山岩の上にある村だと、結論を下したのである。 
そして、約二百年位前、大豪雨がこの地方に襲い 
かかった日、西湖の谷間は激流と化し、巨大な岩 
石がごろごろと山からころがり落ち、その時、モ 
ミジの大木が湖底にすべり込んだもので、もしか 


すると 本当にゴンゲン様かお寺の柱だったかもし 
れない。そんな柱を輪切りにして、山小屋のィン 
テリアにしたら、それこそおシリが曲つてしまつ 

たことだろぅ . 。 K -U 暴風雨で コッ 然と浮び、 

あがったモミジの大木を見て、地質学的に西湖村 
の 也す ベり 現象を推理し、それを調査し、はっき 
りと「西湖村全滅」をその時(昭和十四年冬)に、 
予言してしまつたのである。 

K は、それから間もなく学徒動員で軍隊に引っ 
ばられ、そして南方の油田地带を開発するための 
特殊部隊の一兵士として出征し、そしてチモール 
島で死んだ。だから、私たちは、この山小屋で別 
れた日が K の最後だったのである。私たち三人の 
同類は、戦争といぅ時代を通過しながらも、死ぬ 
こ ともなく 生き残った わけ だが、 K が予言した西 
湖村の悲劇は、なんと不幸にも三十年後になって 
適中してしまつた。今から七年前、山梨県下を襲 
った大豪雨で、南都留郡の西湖村と鳴沢村は山津 
波のために全村がカイ減した。私たちが知ってい 


る青年や老人の大部分が、今でも土の中に埋まっ 
たままになっている。月見草の咲く高原の、私た 
ちの 山小屋も、炭焼き小屋もみんなすべてが全滅 
してしまつた。 

モミ ジの大木はその後どうなったかと言うと 
その豪雨になる前に、雨と風が強く吹いた 夜、い 
つの間にか砂の中にもぐり初めて、又しても湖底 
に 沈んで しまった そうである。 あと 何年後に(百 
年後か、 あと 一週間後か)この モミ ジの大木が 
胡の中から浮上するか分らないが、もし西湖のど 
こかの岸でこの大木が浮び上った 時、 私たち同類 
の三人は (もし その時まで生存していたら)もう 
一度、ゴンゲン様の柱と対面してもいいと思って 
いる。なにしろ、約五センチほどノコギリの目が 
入つているからすぐわかる答である。 

(後記)「コップ霊との対話」は、今回をもって終 
了いたします。 


4 _座談会 女優のための文化史/今尾哲也+小一刈米晛+佐伯隆幸 
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劇画論第二弾と銘うって、「サンデー每日(10 
\21) J に大島渚が声高に叫んでいる。要旨は、若 


のダメ —ジであった。 


者、、暴力、セックス、■反秩序、反学校教育、現実 

拒否 ハン グリーア—ということになる。 

どういうものだろう、こ、っいうのは。いい劇画 
も あれば、 つまらないのもある。この単純な真理 
力わかっていないわけでもなかろうに、この手 
の反教養主義を ひけらかすのは、、っんざりする。 

それで想いだしたが"大学に入って すぐの頃、 
サ—クルで、映画が好きだと いう 男がいたので、 
私は、これは話せる奴 かもしれ ない と 思って そい 
つの所に行き、「君、どんな監督が 好き？」 と言 
ったら、即座に、俺は そういう 観かたを しないと 
ハネつけられて恥かしい思いをした ことがあっ 
た。今にして思えば、 そういう 観かたを しないと 
言い放ったあの男は、どんな観かたで、映画を 見 
ていたのであろうか。 

上野に昂ぶった 志とともに降りたった私の最初 


ドヤ街、 歌謡曲といった、一見、反教養主義に 
つらぬ力れ ている ょぅなテ—マを選びながら、々 
くざなモダニスト顔負けの現代性を もっているの 
が、 つげ忠男である。 

「夜行」恥2の『遠い夏の風景』が、決定的な 
出会いであった。 ' 
まるで 陽光ふりそそぐ カフカと でも 形容した く 
なるこの作品は、ィンチキモダンな作品の読後感 
につき まとぅ、 あの安っぽさが まるでない。 

ああ、 これは信じてょい、このモダンさは風化 
をはっきり拒否している、凄い、 と 思った。 この 
「凄い」は、「すごい」ではない、 まことに あの 
暗い 作品 群の凄みなのだ。 

『遠い夏の 風景』 から溯り、つげ 忠 男の 作品を 
よみかえした時、冷や酒の酔が 噴き出す ように、 
感動がせまった。 


『丘の上で ビンセント•ヴァン•ゴッホは (「ガ 
口し脱^ごでゝつげ忠男は復活したらしい〇らし 
V というのは、それより 前の 作品については 私 
は 全く 知らないからである。 

以後おおかたの読者には、 どうやらつげ 義# 

の弟と いう 目で見られて いるよう だ〇不幸な こと 
だ才能 ある 兄と才能 ある 弟では、 ブロンテ 姉妹， 
よりもしまつに悪い。 

旅行もの、釣りものを描いている類似性も ある 
だろう。『桃色遊戯(「ガロ」 7112 )』の風景描写 
がつげ義春風だし、 さらに『アスファルト 甫装 
(「ガロ」728)』は、っげ義春『夢の散歩(「夜行」. 

N 0. 1)』 と 酷似して いる。もちろんこのことま、ど 
ちらがどちらに 影響した とか、 遺伝学の 資料にし 
ようとかいうようなことではない。つげ忠男ょ確 
実に自分の作品を描いて いる。 J 
『ゴッホ』をみ ることにしよう。 

彼自身、対談( 5 698「ガ ロ」) で語って いるょう 
にこれは小説的、特に私小説的である。 ともす 
れば すうっと 見過されて しまう 懸念 すらある。 

たが無駄な く 構成された主人公と ゴッホの 各 
みあいが、時に自己を最前面に押しだしある 時に 
はさらりとつき：^なし、特異な重量感を持って 
いるのが、心ある読者にはわかるはず だ。 

154 頁 155 頁の土手のシーンの猛々しい凄味は後の 
作品にまで強い低音としてひびいて いく。 

次回もう一度、つげ忠男をとりあげる。 

いょいょ筆の冴える •「劇画列仙伝」、良い作口卩、 
作家は必ずとりあげる、未だ取り扱わ- tl ない 人も、 
ひかむことなく 励まれよ。 
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教えを うけることす — 
みずからの 意志と して据えて 
欲する ものを 得る ことはありえても 
教える ことをみずから意図し 
果 しうることはないのであつて 
教える意志は 

生徒の脳皮質をかすめて消えるので ある 

総 じて耳目を通し 

すなわち空間を 媒介として 

達して頭脳に至るコースに於いてそうなの P 

脳皮質を 駆擊 L て残るのは 

極めて生理的な衡擊感 

ということだけで あつたり 

あるいは金 辱 絵に使う筆は 
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作らなければいけないといつた 
ことだけで終るのである 
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三角の月 

三上雅火子 (大阪) 

何かの溶液を水にとかして、何日も 
たつたあと、水の面に、薄いぅわずみ 
ができあがる。それをちょいと尤かリ 
に紙の中におとす上、「君と旅する，が 
出来あがつちまつた。しかたないから、 
セリフを入れたら、これは、ごりつ f 
な漫画じゃねいか。からから涼しい 51 ( 
の裡に、スィと、飛びこんできやがる 
鳥かなんかみたくに、こんな思いがこ 
み上げてきてしまつた。そ rl でまと、 
つて、いやいやほめやしないぞ。読者 
なんてあてにする面じゃねいや 、 tM 
つぱリではしかたのない。ああ、こり 
ゃ口おしい。ほんとは、ほめたいのだ 
ぜ兄貴。だが、しかし、調子に乗つて 
やがるのは気に喰わねえ。気に喰わね 
えから、やっぱり、気にしちまうのだ。 
そろり' そわそわりと走る一本ブノの 
鬼だけで、自分にや I 。ハイのおもわく 
がうまれちまつた。 


とここまで書いて、どうも、自分 
でしらけてしまう。稲±0一足患の、弓 i 
二一角だという話〇あんな、インタアブ 
レイ。自分はすごいと思つてしまう。 
それは、 j 字書いたその音が、あとの 
一字に作用してる、悪くいゃあいきあ 
たりばったりの文。鈴木さんは、 よう 
やくインタアプレイしはじめたみ，こ 
.> に思うコマが次のコマとインタア 
ブレイしているみたくに、そり や、 寺 
には雑音やが、しばし、するどい悲し 
みの安堵感^ i ひかれてしまう。だから、 
それには、つづくなんてえのは縁がね 
えたろう。「君と旅する」は、あんたす 
ずしいインタアプレイだよお。まちが 
っても「悲しみの世代」じゃねヱ。安 
部みたいに、スジのなきごとき、シユ 
ウトウなスジだてのコマからは、何の 
インタアプレイも聞こえてこんよ0 一 
人で遊んでていいじゃねいか、けつこ 
う売れてるんだから。調子にのれよ。 

セリフのないコマとコマのインタ アブ 
レイ自分はまち遠しい。セシレみ V こ 
レになつちまえ。あれでも好きな M は 
ゴマンといるの 


最近の読者サロン 

村上知彦 (兵庫) 

最近の読者サロン、 やたらと女のシ 
卜 がの さばつてて、これはとつてもよ 
くない 傾向 だと思う のです。 ガロなん 
かを読む女の シト、それ も 十六〜七す 
の女の シト たちが どんどんふえている 
クカと田^'つと、そらおそろしく なり ま 
す彼女たち はきつと、ガロの他にも 
「婦人 公論」や「微笑」など読んで、 

どんどんツォくなつていくのです。十 
月 号の 鈴木翁二が好きだと いうメリメ 
リのシトなんかいい例です。彼女たち 
力やさしい 男を好む のは、ツオくなつ 
てる自意識のあらわれに他なりません0 

そんな 女の シトたちが好きなのは、 
決まつて安部慎一、鈴 木翁二、 そして 
林静一なんです。赤瀬 川原平や川崎ゆ 

きおが好きたというシトに i 出令つた 
ことがありません。やさしい女、男を 
包み こむといつたやさしさではなく力 
レンな感じの女の出てくるのも好まれ 
ないようです。たぶん彼女たちは真剣 
にガロを読んでいて、そこにでてくる 
ッオレ女のシトたちのように生きたい 
と願つているんじゃないかな。彼女た 
ちはたいてい浅川マキなんかが好きで、 
ひとりでお酒をのんだり街をぶらぶら 
したりするの.が好きで . 。 

「気分」なんです。頭より さきに 身 
体で、生活でわかつち ゃおうと す るん 
です-だから、生活を超.える論理 や 夢 
や思い入れを 語ろうと する、 赤瀬川原 
平や 川 崎ゆきおの世界は、彼女たちに 
は受け入れられないんだと 思います。 
ごふ さたして るけど、 ぼくの大好きな 
つりた くにこ なんかの もそうじ やない 


力な。だから、ぼくら心やさしい男の 
子たち力、メリメリの女の シトたちに 
誇りをもって語れる部分といったらも 
はやこれだけなんだから、®平さんの 
「不可思議 譚」ほんと に ほ t とに 期# 
してます。- 

また読みはじめる「ガ ロ」 に 

并上康二 (兵庫21才) 

三年ぶりに開いたガロ。その変貌ぶ 
りに 驚き それが整形によるのか、匕往 
法、美容体操 かと考えてみた。呉智英 
の評論があった。「終末から」で読者を 
ニヤリとさせるような辞典を作ってる 
んではないか。「街った手法で生死を描 
こ、っとするような"ナウな作虱 とま 
全く 無縁で ある。」と、 楠勝 平について 
述べている。全く同感だ。今の劇画、 
なんと前衛的なるものが安易なしろも 
のにすり変っていることか。週刊誌曼 
画の中でもこういった観念を弄んだ作 
品をよくみかける。実に過不足なく手 
際よく描いてあるが、作者のほくそ笑 
んだ親が覗かれるのは幾度やしれぬ。 
こうなると 楠 氏のあの絵を見たくなる。 
それは僕のィメ—ジとしで「死」が日 
向 ぼっこをしている感じであり、冬の 
ハエをひねりつぶそうとする老 A - の顔 
だ。 

ふじ沢 光夫がいた。骨が 顔をみせて 
いる 人間。 おつかさんの ノド チン コを 
いじくる少年。少年の頃に持つくだら 
ない、 しかし当人には大切な疑問を、 
とてもざつくばらんに描いてくれる。 

第一、これ程ユニ ークという 語が ピッ 
タリの 絵 もないからなあ。 

夏草しげのぶの作品。「わ あ、気持 わ 
るい線 やな」 とつぶやき、 それでも来 
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号にも登場してほしいというようなこ 
わいもの見たさを剌激する。 

山根貞男の映画評がない。この三年 
間いろんな映画雑誌を読んだが、山根 
氏の評論ほど分りやすい言葉でうまく 
論じたものに出会わなかつたから、ち 
ょっと残念である。 

増村博の「母なる大地の子供たち」 
は内容とは似つかぬすごい題だが、元 
来猫は無口なもんで、こんなにオシャ 
ベリさせる のは余程の ことと 思う が、 
意味ありげに描かれた作品は、神経質 
な人間にはちよっぴり毒である。 

昨今の諸雑誌は「先生といわれるよ 
うな 馬鹿ばかり」 といっ た風情で、 な 
ん ともこ そば ゆくて 仕方ない。「ガ ロ」 
よおまえ も か、 となりませぬよう、 も 
のわかりの悪い、なんとなく考え込ん 
でし まうような 雑誌を。僕はトンボの 
眼玉の ようになる だろう。 

「君と旅する」にかこつけて 

秋山しげのぶ 

鈴木オゥジ作品はどこか何かしら不 
安定だ。これも又不安定だ。各々のフ 
レーズを関係無視の偶然感覚で繫いで 
いるのか、フレ—ズ内部の可能性、内 
存能力を直感連繫しているのか判らな 
^なつて^る。 

メィンフレーズは六郎衛門セキ夫妻 
の物語としておこう(これも各フレー 
ズの束なのだから)。 

それから現在風景の内のタバコくわ 
え作者と六郎のホオズリ三コマ、これ 
はもともと 前後 メインフレ ーズの内の 
一つなのだが、想像の方向性が逆行し 
ているので悪性傷口状に突起してしま 

つている。 


作品成立の想像方向は〔作者(描き 
手であり想像主体)—スジの概念(発 
想)^^細部 フレ ーズ ー ►細部 フレー ズか 
らの連想 フレ ーズ〕と〔作者 i 細部 フ 
レ I ズ ー ►連想 フレ I ズ _►フレ ー ズ同士 
の弁証によるラシキモノとしてのスジ〕 
とまあこの二つが一般的なのだが(こ 
こで一般的というのはこの様式で成立 
した作品が一般的だというのではけっ 
してなくて、一^的に想' f * 物質 I とも 
いうべき反応する記憶物質—がその様 
な回路を通過していこうとする力性を 
内包しているということだ)、実際には 
前後もどりとか、大小円環グルグル回 
りとか、偶然くわえ込みなんかで副次 
運動を起こすワケだけれども(それは 
作品が作者をして作品を描かすと云、っ 
アレである)、読み手も又逆手からこの 
方向性を頭蓋骨内で活発化させながら 
読み込むワケである。このタバコくわ 
え三•コマはメ インフレ ーズの連続時代 
性からのギャップと、六郎と作中作者 
との虚構深度のギャップでメ インフレ 
―ズからのハセ イフレー ズと云うより 
も、孤立 フレ 丨ズのメ インフレ 丨ズへ 
の歩みよりという印象の方が強い。そ 
れならこの独立 フレー ズの揷人はあと 
二、三回位発生して虚構深度を弁証さ 
せながら一定宙づり状態にもっていく 
だろうと。しかしそういう風にこの作 
品は出来ていない。後に述べる最終二 
ぺージ のためにこの三コマはつ，まみぐ 
いの様な欲望的思いつきにしかなって 
いないのである。 

そしてもう 一つ、 ちよつとした大き 
な欠点がこの作品にはある。「カラカラ 
と鳴る母の姿を抱きかかえ子供は嬉し 
そうだつた」という 茶 カンを 抱いた フ 
ルチンにこにこ六郎のコマだ。このコ 


マから茶カンの中は母の骨であると確 
信した読み手は何人いるだろう。首す 
じ整髪夫婦のすばらしく穏やかな日な 
た風景数コマへの執着欲求から、ただ 
子供のサッカクなふるまいとも読める 
ではないか。(どんなに読んでもケッコ 
ウと自由病的にやりすごすにはこの骨 
のィメージは作品内のカナメでありす 
ぎる)このくやしい宙づり状態は「ガ 
リと涙のにが薬」のコマにも「六郎衛 
門火葬」のコマにも「新規骨薬を青年 
背おい ゆぐ」 のコマにも尾を引いてし 
まう。もし「穏やかな整髪夫婦」のィ 
メージで終止する作品なら、最終ぺ一 
ジも、そして前述傷口突起状三コマも 
そのバラバラ作用で最初に述べた「関 
係無視の偶然感覚作品」として、こう 
してわき上がる僕の言葉の興味以外の 
ものである。 

ではいよいよ最終ぺージ . 

この二べージは虚構深度の大きいメイ 


ンフレ ーズが徐徐に浮上して現実(こ 
れも又虚構でしかないがその深度は最 
小である)との接点をさぐる様に配慮 
された特異な二ぺージなのである。前 
述傷口突起でメ ィンフレ ーズの.深度が 
乱されてならない所似が ここに ある)' 
その正に中間項の接点にこれまた前述 
の 骨の ィメ ージがある./. メィンフレ 
丨ズから行商にやってきた青年、と義 
歯セ—ルスマンたる作者の父(正に義 
歯/.義歯セールスマンだ)、そして、汽 
車窓からの風景を鏡にして日ヤケシー 
卜に沈む作中作者、から作品身もとひ 
きぅけ作者と。グツグツグツと浮上し 
てくれるィメージ物質のあり様は見事 
ではないか/.何にもましてセールスマ 
ン のさげた トランクの 内で義歯はその 
光を放ちつづけている/. 

こ、っいぅ作品が出てくると静かな昂 
揚期がやって来た様に僕の心はおどる 
のである。 
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通僭 il 

•-1;: : 赤色 エレジ—うた絵本」 「傻 夢」 「紅 
犯花」いずれかを適価でおゆずり下さ 
い。御連絡待っております。 

〒〇 61137 北海道石狩郡 当 別町 太美 町 
二区0 (013326)33 〈辻野真利子〉 

•水木しげるの貸本屋むけの本、コダ 
マブレスの「墓場の鬼太郎」東考社版 
「不死鳥を飼う男•手袋の怪•釣り落 
とした魚•空のサィフ•ああ無情」を 
定価の倍で買う。まとめて売る方、つ 
げ義春特* §} •「•鬼面石」を差し上げる0 
なお「蟻地獄」を「河童膏.忍法屁話 
•古墳大秘記(各水木しげる著)と交換 
して下さい。 , 

〒363埼玉県桶川市泉2 —14—15 

〈神田満〉 

•樹村みのりの作品(特に「雨」「こわ 
れた時計」「海へ」)の載った雑誌譲って 
下さい、切りぬきでも可。適価にて qs 
しみの ベラドンナ」 の ポスタ— 「こど 
ものとも」の最近2 .3 年のもの「光 
文社ヵッパ コミックス 版「鉄腕 アトム」 
それぞれ適価で譲って下さい。 

〒500岐阜市加納栄町4 138 

〈渡辺孝也〉 

• 東考社版水木しげる「悪魔くん」旧 
三巻を安価でおゆずり下さい。 
〒352埼玉県新座市野火止3002 

〈金井政弘> 

•会員募集してます。サー クル 〈広場 y 
漫画、 ィラスト、詩など、入会案内書 
は20円切手 同封の方に■お送り — > ます。 
〒一71東京都豊島区要町 1—16 

〈林捷二郎〉 


•「ガ ロ」 2年分程、あげます。但し 
ぅら若き女性、そして取りにこられる 
方。御一報下さい。 

前橋市下小出町 36 t 3 〈宮澤邦一郎〉 

•芸術学院発行の「日本漫画家名鑑」 

と鈴木ブロ発行の 一•日本漫画家名鑑」 

を格安でおゆずり下さい。漫画を描い 
ている方、将来漫画家になりたい方お 
便り下さ。 

〒332 川口市芝北町 3524 〈斉藤一雄〉 

募 集 

• 政岡と しやがアシスタン^を募集中 
自筆のペン画及び履歴書を左記住所へ 
世田谷区北沢 5—33111 〈政岡としや〉 

• 株式会社天象儀館では映画 • 澝劇. 
音楽各分野の新人を公募いたしており 
ます。資格は高校在学中程度の学力を 
有し、且つ、心身共に健康な若者。 

連絡先 003 (312)62546425(37)0645 

12月号は誤植や ミスが 多 出しました 
深くおわびします。人 
• つげ忠男作品「熱風」②の 58pt59p 
が手違いで左右入違っ てしまいました。 
折角の作品の流れを こわしてしまい、 
作者及び読者諸氏に合せる顔がありま 
せん。 おわびします。 

• 鈴木翁二作品「君と旅する」は時間 
の関係その他で満足な製版ができず、 
一部お見苦しい.点が ありました。 210頁 
の最終コマ「いつまでも立ちつ くして 
いたのではなかったか」のかが脱けて 
いました。 214 頁の「青年にはこの道が 

遠く山の向う . 云々」となるべきと 

ころ「この道」の語を重複して植字して 


—^まいま一^た 217 頁^'^コマー三「-こ 

の町の人なのかも知れま知れません」 
の「知れま」は不要です。同3コマ目 

に「トランクをさげて義歯の . 云々」 

とある前に原稿では(ご承知でしょう 
ボクの父親のことは)とあるのを落と 
してしまいました。更に作品の終りに 
ある「おしまい」という字は作者が夕 
ワムレに欄外に書いたつもりを、その 
ままバカ正直に入れてしまつたという 
訳で、「ちょっと読者をバカにしてるみ 
たいなのでテッカィしといて下さい」 

と作者から注文がありました。その他 
221 頁の「就く」は「就中」の誤り、 223 頁 
「向げなく」は「何げなく」の誤植です。 

• 永島憒二遺作集「漫画のおべんとう 
箱」はその後増ぺージや附録などつけ 
ることになり又発行がおくれ、ご迷惑 
をおかけしています。12月 18 日には出 
来あがる予定です。 


ゴシップ •-'. l 

•氷島慎二 氏の「旅人くん展」と併行し 
て同時に氏の古い漫画友だちの 池田耕 
治氏が「もぅひとつの世界」といぅ夕 
ィト ルの個展を ひらく、 場所 も 同じ清 
水画廊(12月18日〜23日) 

•つげ 義春 氏の最新作がマンガストリ 
丨( 11月17日号)に発表されている。 
「リアリズムの宿」24卩淡々とした 
ユーモアの 旅行 物、 快作です。 

• ふじ沢光夫氏の奥方陽子さん(美人 
/スコブル)は堀切でスナック「カナ 
ル」をやつている。常連を集めてふじ 
沢氏、近頃野球チームをつくつたらし 


い。ユニホームから試合用のトロフィ 
—、-賞品なども万端用意がととのって 
いるのだが、今だかって勝ったことが 

ない。 どうも 金は出る一方だし、栄光 
はなし、「日拓さんの気持が わかる」 才 
丨ナー なんてなるもんじやない、とふ 
じ沢氏。チーム名が「ノータリンムコ 
丨ミズ」というのも影響が^ • るら~^い* 
何やらいきなり3塁に走る選手なぞゥ 
ジャゥジャいそうで、試合の相手がつ 
かない。 

勝っ たこともない が、負けたの もま だ 
2回だけなのだ。 

•赤瀬川原平氏は早くも獄につながれ 
たバヤイの.対策を着々と練っている。 
つくろうとすればたやすく作れる機会 
とはいえ、好きでローゴク入りする人 
も少ない訳でこの際に色々とヤッテミ 
ョーということら一^い。、まず「獄中記| 
というのは是非ものしたい。獄中記 
というからには2、3ケ月ではヵツコ 
がつかない、せめて半年はほしい。労役 
にワラジなどもつくつてみたいが、こ 
んな牧歌的な仕事はもうさせてくれな 
いだろう。ところで服役するなら是非 
「模範囚」と呼ばれてみたいものだ、 
パーフエクトに順法精神にノットル、こ 
れが醍醐味、しかし牢仲間に逆うらみ 
されるとヤバイ、意地悪のローナヌシ 
などにあたるともつとヤバイ、その上 
その人物が才ヵマだったりするのは輪 
をかけてヤバイ、大部屋はイヤですね 
エ、個室にしたい、個室/ .1 
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林静一①赤色： Tk 〆 — 

永島慎二②風つ：?1 

秋窀山③あァ丨乱痴気人間 
勝又進④わら草紙 

淹田ゅう⑤ぬけられます 

黒鉄ヒロシ ® Mr 笑坏 

砂川しげひさ⑦ホンダラ部落 
っげ義春⑧鬼面石 
平田弘史⑧仕末奏 
I 辰巳ヨシヒロ⑭男 一 癸 

真崎 守 © 仮弔封血 
高信太郞⑫怪人二重商相 

岩本久則⑬岩本武两 
上村一夫⑭乱 

村野守美⑬檐薬行 

真崎守⑭ながれ勒琢嫌•股旅籯 
池上遼一⑫おえんの恋 
真崎守⑭な;晰者縣雄•ろ〈ま！！ 


ン-砂仰、れ有の糸譜•地獄搁 
㈣ まさ w ⑳蒼き狼の唯膀 
矢口高雄 ㉑ マタギ列伝卷之一 
宮谷一彦 ㉒ 性紀末伏魔者 
山上たつひこ ㉘ 喜劇新思想大系 

_ゅぅきち ㉔ くそばばの詩 
矢口高雄 ㉕ マタギ列伝卷之二 
はらたいら ㉖ セックスピア宣劇 
川本コオ ㉗ ブ ルーセッ々フ 
永井豪⑳よくふか頭巾 
.かわぐちかいじ ⑳ 血染めの紋章第一部 
靑柳裕介 ㉚ 陽炎 

かわぐちかいじ•血染めの紋章第二部 
政 岡と しや籲狂葬 ^ Jgg 

平野仁籲 9 

山奇守 1 7 

? • ? 
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滝田ゆぅ 作品集 
水木 しげる 作品集 
永 島 慎 二作品集 
佐々木 マキ 作品集 
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定価七四0円 ( IH 七0円) 


永島愼11著 

フ—テン 上下 

_ A 5 判•上製 
定価七〇〇円(干|四〇) 

漫画のおべんとぅ箱 

II 分册その一- 

◎予価1、四〇〇円(〒一四〇) 
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